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地
域
の
居
場
所
と
し
て
旧
J
A
滋
野
支
所
の

と
な
り
に
オ
ー
プ
ン
し
て
5
年
で
す
。

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

営
業
日▲

月
・
火
・
木
・
土
　
10
時
か
ら
17
時
ま
で

（
日
曜
は
定
休
日
、
水
・
金
は
営
業
し
て
お
り
ま
せ
ん
）

ひ
と
り
一
人
が
主
役
　

前
会
長
　
阿
部 

欣
史

　

私
は
令
和
5
年
の
定

期
総
会
で
会
長
を
退
任

い
た
し
ま
し
た
。
役
員

の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
に
は
本
当
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
2
期
4
年
、
本
当
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
と

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
長
と
し
て
最
初
の
1
年
は
「
お
ら
ち

の
え
ん
が
わ
」
を
開
設
し
た
り
、
巨
大
紙

相
撲
大
会
や
史
跡
巡
り
、
通
学
合
宿
、「
ふ

れ
あ
い
の
つ
ど
い
」
な
ど
多
彩
な
活
動
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
残
り
の
3

年
間
は
コ
ロ
ナ
渦
で
諸
事
業
が
制
約
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
令
和
3
年
3
月
に
は

コ
ロ
ナ
終
息
の
願
い
を
込
め
て
市
内
5
地

区
の
地
域
づ
く
り
の
会
で
「
の
ろ
し
」
交

信
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
「
滋
野
」
は
一
人
一
人
が
主

役
で
す
。
力
を
合
わ
せ
て
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
行
き
ま
し
ょ
う
。

ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
一
歩
前
へ

会
長
　
若
林 

幹
雄

　

こ
の
た
び
会
長
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
若
林
で

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
新
任
に
あ
た
り
こ
れ
ま

で
長
年
に
わ
た
り
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
阿

部
会
長
は
じ
め
、
こ
の
度
退
任
さ
れ
る
皆

様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当

に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

今
年
は
里
づ
く
り
の
会
が
ス
タ
ー
ト
し

て
10
年
に
な
り
ま
す
。
里
づ
く
り
の
会
は

滋
野
十
区
の
区
長
さ
ん
は
じ
め
、
消
防
団

や
民
生
児
童
委
員
、
育
成
会
の
皆
さ
ん
な

ど
28
の
団
体
を
代
表
す
る
1
2
9
名
の
皆

さ
ん
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は

滋
野
を
代
表
す
る
頭
脳
と
力
が
結
集
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ご
一
緒
に
滋
野
を
も
っ
と
素
晴
ら
し
い

地
域
に
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
み
ん
な

で
考
え
、
議
論
し
、
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で

一
歩
前
に
踏
み
出
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　
し
げ
の
里
づ
く
り
の
会
は
こ

の
4
月
で
設
立
10
年
に
な
り
ま

す
。
こ
の
間
滋
野
地
区
の
活
性

化
の
た
め
に
地
域
の
皆
様
の
ご

支
援
の
も
と
様
々
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
昨
年
4
月
の
総
会
に

お
い
て
役
員
の
改
選
が
行
わ

れ
、会
長
が
阿
部
欣
史
さ
ん
（
別

府
）
か
ら
若
林
幹
雄
さ
ん
（
中

屋
敷
）
に
交
代
し
ま
し
た
。
そ

れ
に
伴
い
役
員
も
改
選
さ
れ
ま

し
た
（
左
表
参
照
・
写
真
下
）。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

職務 氏名 集落
会　長 若　林　幹　雄 中屋敷

副会長

関　　　　洋一 大 石
小川原　　　亮 別 府
阿　部　貴代枝 別 府
若　林　豊　文 原 口

会　計 山　浦　秀　司 赤 岩

幹　事

小川原　正　樹 別 府
中　沢　利　和① 原 口
田　口　千　秋② 赤 岩
牛　山　廣　司③ 片 羽
後　藤　富美男④ 片 羽
小　菅　　　毅⑤ 桜 井
大　村　裕　子 原 口

事務局長 秋　山　廣　文 桜 井
顧　問 阿　部　欣　史 別 府

監　事
田　口　義　隆 中屋敷
高　橋　一　嘉 赤 岩

「しげの里づくりの会」役員

（注）	 ①歴史文化部会長
	 ②産業環境部会長
	 ③支えあい部会長
	 ④青少年育成部会長
	 ⑤生涯学習部会長

写真　右から副会長の小川原亮さん、若林幹雄会長、
副会長の阿部貴代枝さん、関洋一さん、若林豊文さん

令
和
５
年
春　
新
役
員
選
出
さ
れ
る

令
和
５
年
春　
新
役
員
選
出
さ
れ
る

　

2
月
23
日
、
段
ボ
ー
ル
で
作
っ
た
巨
大
紙
相

撲
大
会
が
サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
約

4
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
し
げ
の

里
づ
く
り
の
会
」
が
市
内
諸
団
体
の
協
力
の
も
と

で
実
施
し
た
も
の
で
す
。
紙
の
力
士
の
高
さ
は
雷

電
と
同
じ
1
9
7
セ
ン
チ
。
思
い
思
い
に
切
り
抜

き
、
絵
を
描
き
色
を
つ
け
て
作
成
し
ま
し
た
。

　

市
内
外
か
ら
23
団
体
が
参
加
し
、
滋
野
地
区
か

ら
は
滋
野
小
学
校
3
年
生
が
ク
ラ
ス
ご
と
に
参
加
。

滋
野
保
育
園
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
大
石
や
桜
井

地
区
の
皆
さ
ん
、
戌
立
遺
跡
の
振
興
に
取
り
組
ん

で
い
る
住
民
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ
の
た
め
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年
に
引
き
続
き
本
格
開
催
に

な
り
ま
し
た
。
来
年
は
雷
電
没
後
2
0
0
年
に
な

り
ま
す
。
雷
電
を
通
じ
て
地
域
の
き
ず
な
が
さ
ら

に
深
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

雷
電
の
墓
前
祭
に
参
加

　

２
月
11
日
は
雷
電
の
命
日
で
す
。

千
葉
県
佐
倉
市
の
妙
覚
寺
で
行
わ
れ

た
墓
前
祭
に
東
御
市
か
ら
バ
ス
１
台

で
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
東
御
市
・

佐
倉
市
の
両
市
長
も
参
加
し
、
交
流

し
ま
し
た
。
帰
り
に
雷
電
親
子
の
お

墓
に
お
参
り
し
ま
し
た
。

雷
電
巨
大
紙
相
撲
大
会

盛
大
に
開
催
さ
れ
る

紙相撲大会紙相撲大会

▲みんなで紙の力士を作っています▲みんなで紙の力士を作っています

▲会場で応援する皆さん▲会場で応援する皆さん

▲雷電親子のお墓の前で▲雷電親子のお墓の前で ▲墓前祭▲墓前祭
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　歴史文化部会は、地区から選出された委
員と有志で構成されています。昨年は史跡
巡りで子どもたちと一緒に、原口にある縄
文時代の「戌

いぬ

立
だて

遺
い

跡
せき

」を訪れました。ここは
昭和８年２月に埋蔵文化財としては長野
県内で初めての国の指定となった遺跡で
す。復元住居に入ったり、当時発掘された
住居跡の説明を聞きました。今年の春（令
和６年４月21日）には保存会の皆さんによ
る「戌立縄文祭」が行われます。

　支えあい部会は各区の民生委員さんや
シニアの皆さんなどで構成されています。
昨年秋には「滋野の未来を考える」として、
地域の課題について話し合いました。いま
滋野の高齢化率は35%、３人に一人が65
才以上です。たとえ一人になっても暮らす
ことができるように支え合える仕組みが
必要です。今年に入って子どもたちと餅つ
き会を行いました。子どもたちの中には初
めて体験する子もいました。一生懸命つい
て、たくさん食べてとてもおいしかったで
す。

　産業環境部会は農業関係または、環境の
保持に携わっている皆さんのグループで
す。前年に引き続き農業振興対策の一環と
しておそばの栽培に取り組みました。手作
業にこだわりましたが昨年は猛暑。汗だく
での収穫となりましたが、おかげさまで大
豊作でした。災害勉強会では江戸時代に当
地に大きな被害をもたらした「戌の満水」
（1742年）などについて学びました。

　各区公民館長を中心に構成されている
生涯学習部会では、４年ぶりに分館交流球
技大会・三方ヶ峰登山・写経の会など楽し
く開催できました。
　滋野小学校金管バンドによる素晴らしい
演奏から始まった「滋野地区ふれあいのつ
どい」では、歌・演奏やダンスなどが披露さ
れたり、絵・書道そして手芸品などが展示さ
れ、来場者の目を楽しませてくれました。
　また、滋野公民館初のプラネタリウムを
使った星空観察会も行うことができ、活気
が戻った生涯学習部会でした。

　本部会の最大の取り組みは６月に行っ
た３泊４日の通学合宿です。子どもたちは
滋野コミュニティセンターで共同生活を
し、ここから登校します。この間テレビも
ゲームも家族と会うことも禁止。掃除や食
事の準備、後片づけもすべて自分たちで行
うので、お友達との協力が欠かせません。
通学合宿が子どもたちの成長の一助にな
ることを願っています。通学合宿のボラン
ティアを募集しています。ご応募お待ちし
ております。
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歴史文化部会会長
中沢 利和

支えあい部会会長
牛山 廣司

産業環境部会会長
田口 千秋

生涯学習部会会長
小菅　毅

青少年育成部会長
後藤 富美男

　多くの会員の献身的なご努力と地域の
皆様のご協力によって、令和５年度の活
動を行うことができました。心より感謝
申し上げます。本来であれば「かわら版」
ももっと早く発行すべきでしたが、当方
の手落ちで遅くなってしまいました。お
詫び申し上げます。

歴
史文化

支
えあい

生
涯学習

産
業環境

青
少
年

育
成

活
動
の
記
録

令
和５年

しげ
の
里
づ
く
り
の
会

事務局
より


